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昨日は、おもてなしを、ありがとうございま

した。都筑のみんなは、とても喜んで、楽しい

時間と、杉並の方々とのつながりを、肌で感じ

た一日だったようです。帰りもみんなにこにこ

と、嬉しそうに杉並で得た刺激を、どう都筑で

活かせるか話が弾んでいました。「美味しい食

べ物があると、輪ができるね」っと、楽しそう

に話している受講生を見て、論より証拠！体験

することで、感じとってもらえたことが、とて

も嬉しかったです。

杉並の交流と、都筑の受講生同士の交流が深

まり、大収穫でした。また、ぜひ都筑のだがし

や楽校にもいらしていただければ嬉しいです！

また必ずお会いしましょう！本当にありがとう

ございました。 都筑区民センター中島

秋晴れ、風のない気持ちのよい日。受講生たちみんなで話し合い創りあげた

プレイベント・「焼き芋パーティー型だがしや楽校」を実施。同じく「だがしや楽

校」をテーマに年間講座を実施している横浜市都筑区から、なんと１３名の方

がいらっしゃり、大きな交流会となった。

まずは火の中に、アルミホイルに包んだ芋を放りこみ、焼きあがるまでの時

間、それぞれの「自分みせ」紹介タイム。小さな駄菓子屋などの手作り模型、

言葉と絵を描いた色紙が展示され、布ぞうりなどの小物を扱うお店、世界旅行

の写真が並ぶ。また、タオルを使った体操や手品、読み聞かせなどのワーク

ショップも披露。すると…大人たちの楽しそうな姿を見たのか、幼稚園の子ど

もたちが集まり、自然と手品や読み聞かせに参加していた。

そうこうしていると、焼き芋がほくほくに焼きあがり、今度は交流タイムへ。

自家製野菜、キノコスープ、燻製チーズなど、さまざまな食べ物を食べながら、

ざっくばらんな会話が飛び交う。お腹も心も大満足な時間となった！今回の

「受講生同士の交流」の場づくりの経験を活かしながら、これからは本番のだ

がしや楽校へ動き出す。より濃密な話し合いが期待できそうだ(記事：川上)

交流会のあとには…受講生有志がガイドになって、都筑からの

ゲストに「ミステリーツアー」を実施。コースは、和田堀公園から、

大宮八幡宮をまず参拝。のち八幡宮の参道商店街を抜け、永福

北商店街へ。「ここ(老舗のお豆腐屋)の厚揚げがおいしいの。お

まけで油揚げを入れてくれるの！」とか、「落ち込んでいるとき

に、大宮八幡宮を歩いて大きな銀杏の木に励まされました」など

など、ガイドとなった受講生たちは、自分の思い出やオススメを伝

えていきます。ツアーの最後には、永福町商店街にある自宅の

駐車場を改造した「だがしや」に立ち寄り、懐かしの駄菓子をほお

ばりながら、「地元の人しか知らない場所を紹介してもらいよかっ

た！」とお礼の言葉。「自分みせ」⇒「すぎなみみせ」も大成功!?



◇今月の大人“塾
じゅく

っ人
と

”

・

大島 浅香 さん♀

①福島県

②緑大好き人です。

③ボーっとしているので、

ぬけることが多いです。

飯野 美那子 さん♀

①鹿児島県大隈半島人

②西郷どんＤＮＡのわた

し（パクリですみません！

笑）

③どんな場所でもふらー

っと行きます！面白いこ

とがあったら声をかけて

ください☆

足立 房子 さん♀

①東京都渋谷区

②息をころし、こっそり野

鳥を見るバードウォッチン

グ！

③ヨガを続け、健康維持し

ているつもり…

佐原 真司 さん♂

①埼玉県ふじみ市（旧福岡

市）

②最近は「どーも君」と呼

ばれる「大人店長」

③自宅でイベントやって

います。サイト見てくださ

い。

大人塾に参加中の…イカした！大人たちに聞きました！

① 出身 ②自分にキャッチコピーをつけたら？ ③ 自分のつながりＰＲ

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆

この新聞は事務局スタッフ川上・湊の独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。

今回はソーシャルアクションへの第一歩。実践ワークショップで

行うテーマを決める総選挙が実施された！大型のシートに自分

の企画を記入する時間は静まり返り、真剣そのもの。いよいよ出

来上がった２８枚（すごい！）のシートが壁に張り出され、受講生

は●シールを賛同できるものに貼っていく。シールの多い企画が

選出され、最終的には５つに絞られた。今度は当選した企画発案

者が口頭でプレゼンを行い、自分の課題のワークショップチーム

メンバーを募集していった。自分がやってみたいと思う企画に参

加するのは勿論のこと、自分の企画とコラボできるのではと思う

人はそこに合流。ひとつの企画をコアにして、色々なアイデアを持

ち寄り、膨らましていくのもまた重要だ。だが、あれもコレもとして

いると焦点がぼけてしまう。何を解決したいのか、どんな体験をし

て、気付いて欲しいのかを考えるのを忘れてはいけない。

まずは来週までの広報原稿作成宿題を目標に、各グループが

発進！熱い熱気に包まれた教室にいると、12 月 5 日はどんなも

のが出来上がるか、またそれまでに何がおこるのか、ワクワクし

てきた♪ （記事：湊）

■ワークショップのテーマ

①世代間交流

②空き家・空室の有効活用

③散歩・街歩き

④食と農

⑤教育

①企画プレゼン資料を清書

②張り出された資料をみるぞ

③●を張っていざ投票！

●５つで当選！？

④選ばれた企画を

説明

⑤好きなグループに入って企画会議開始！


